










 

目的 

 先天性肥厚性幽門狭窄症は家族性に発生し,双生児一致例の少なくないこと

から,遺伝要因の関与することは疑いないとされ,その遺伝様式は多因子遺伝の

モデルによく合致するといわれている。しかし本邦における系統的な遺伝学的

分析は乏しいので全国より症例を集め分析する。 


